



The Relationship Between shared experiences and supportive and positive influence 















The present study verified whether shared experiences have a relation to the self-esteem of female university students, 
and how the daughter’s evaluation of the parents related to the formation of their adolescent resilience. We questioned 
215 female university students and found the following. First, Shared Experience Scale showed significantly positive 
correlation with the Daughter’s Perception of Parent’s Supportive Involvement Scale (SIS). Daughter’s Perception of 
Parent’s SIS showed significantly positive correlation with Self-Esteem Scale (SES). SES also showed significantly posi-
tive correlation with the Adolescent Resilience subscale. Existence of the friends and the perception of supportive and 
positive influence from parents helped their life tend to have a more positive future outlook, be more inclined to seek 
novelty, and have better emotional control. In conclusion existence of the friends and the perception of supportive and 















































































































































































精神的回復力尺度　小塩ら（2002）が作成した尺度を使用した。回答形式は 5 件法（1：いいえ , 　









回答しやすいという評価を得ている。過去 30 日間の頻度について，回答形式は 5 件法（1：いつ


































それぞれの因子に負荷の高い項目の得点を合計し，それぞれ「運動」得点（平均 4.83､ SD 1.82，
α＝.857），「友達」得点（平均8.12､ SD 1.58，α＝.546），「勉強」得点（平均4.52､ SD 1.23，α＝.531），
「BASE」得点（平均4.13､ SD 1.17，α＝.584），を算出した。
Table 1　社会的・基本的自尊感情尺度の因子分析結果
項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
 7.　自分はほかの人より運動が得意でないと思う* .935 -.060 .040 .051
 3.　運動は得意なほうだ .913 .113 -.030 -.069
 1.　ほとんどの友達に好かれていると思う -.086 .751 .361 -.172
 4.　自分は生きていていいのだと思う .172 .707 -.019 .017
12.  友達が少ないと思う* -.053 .677 -.300 .224
15.  他の人より勉強がよくできると思う -.006 -.046 .854 .022
 6.    ほかの人に比べて頭が悪いと思う* .027 .017 .700 .159
 9.    何かで失敗をした時自分はダメだなと思う* .053 -.075 .147 .843
16.  ときどき自分はダメだなと思う* -.070 .129 .021 .758
  *逆転項目　　　   　　　　　　　　　因子相関行列 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ ― .254 .142 .069
Ⅱ .254 ― .184 .269
Ⅲ .142 .184 ― .124

















 9.  　　家族と家の外で遊ぶ .576













ぞれ「家族と過ごす」得点（平均 7.68，SD 3.1，α＝.864），「友達と遊ぶ」得点（平均5.75，SD 1.91，
α＝.787）を算出した。
Table 3  共有体験・現在（大学時）尺度の因子分析結果
項目内容 Ⅰ Ⅱ
2.  家族と買い物に出かける .864 -.054
1.  家族と一緒に食事をする .830 .035
3.  家族と外食する .780 .022
5.  放課後（授業が終わってから）友達と遊ぶ .011 .828













い項目の得点を合計し，平均 32.67､ SD 8.72，α＝.926を算出した。
Table 4  娘の認識する父親からの支持的関わり尺度の因子分析結果
項目内容 Ⅰ
12.   日ごろからあなたの実力を評価し、認めてくれる .801
13.   普段からあなたの気持ちをよく理解してくれる .793
 7.　 あなたが元気がないと、すぐ気づかってくれる .788
 9. 　あなたがミスをしても、そっとカバーしてくれる .786
14.　あなたが学校での人間関係に悩んでいると知ったらいろいろ解決法をアドバイスしてくれる .774
 8. 　あなたが不満をぶちまけたいときには、はけ口になってくれる .739
 6. 　あなたが大切な試験に失敗したとしたら、一生懸命なぐさめてくれる .728
 1. 　あなたが落ち込んでいると、元気づけてくれる .686
 5.　 あなたがする話にはいつもたいてい興味を持って耳を傾けてくれる .662
 4. 　あなたがどうにもならない状況におちいっても何とかしてくれる .627
11.   一人では終わらせられない仕事があった時は、快く手伝ってくれる .622








Table 5  娘の認識する母親からの支持的関わり尺度の因子分析結果
項目内容 Ⅰ




 9. 　あなたがミスをしても、そっとカバーしてくれる .778
11. 　一人では終わらせられない仕事があった時は、快く手伝ってくれる .696


















それぞれの因子に負荷の高い項目の得点を合計し，「新奇性追求」得点（平均 20.65､ SD 4.79，α
＝.819），「肯定的な未来志向」得点（平均10.55､ SD 2.71，α＝.856），「感情調整」得点（平均
10.18､ SD 2.41，α＝.680）を算出した。
Table 6  　精神的回復力尺度の因子分析結果
項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
 1.　色々なことにチャレンジするのが好きだ .814 .035 -.008
 7.　 物事に対する興味や関心(が強い方だ .682 .030 -.043
 4.　 新しいことや珍しいことが好きだ .673 .014 -.023
18.　新しいことをやり始めるのは面倒だ .668 -.109 .008
16.　慣れないことをするのは好きではない .629 -.025 -.097
12.　自分には将来の目標がある .431 .232 .145
 3.　 自分の未来にはきっといいことがあると思う -.072 .900 -.045
 9.　自分の将来に希望をもっている .092 .830 -.037
 6.　 将来の見通しは明るいと思う -.028 .723 .103
 5. 　動揺しても、自分を落ち着かせることができる .166 -.128 .765
 2. 　自分の感情をコントロールできる方だ -.095 .106 .645
 8.　いつも冷静でいられるようこころがけている -.157 .033 .579
因子相関行列 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ ― .477 .364
Ⅱ .477 ― .430






の得点を合計し，平均 23.71､ SD 4.99，α＝.871を算出した。
共有体験や両親からの支持的関わりと女子大学生の精神的回復力（レジリエンス）との関連について 
93
















Table 8　各尺度間の平均値 （n＝ 215）
虚偽尺度６項目　2,5,8,11,14,17
天井効果２項目 13,17 平均値 平均/項⽬目数 標準偏差
自尊感情　　　　　　　	 	 	 	 	 　　　　　　運動 4.83 2.41 1.78
友達 8.12 2.71 1.42
勉強 4.52 2.26 1.15
　BASE 4.13 2.07 1.22
娘の認識する支持的関わり	 	 	 　父→娘関わり 32.67 2.72 8.71
  　母→娘関わり 20.15 2.88 5.55
共有・小中 地域・家族との体験 7.98 2.66 2.31
共有・現在 	 	 家族と過ごす 7.68 2.56 3.11
	 	 	 友達と遊ぶ 5.75 2.88 1.91
精神的回復力 	 新奇性追求 20.65 3.44 4.79
　 　肯定的な未来志向 10.55 3.52 2.71
 感情調整 10.18 3.39 2.41





共有体験・小中尺度得点と共有体験・現在尺度得点の間に r ＝.28（p <.01）の有意な正の相関が
あった。また共有体験・小中尺度得点と，精神的回復力尺度得点の間に有意な正の相関があった





得点，精神的回復力尺度得点の間に有意な正の相関があった（r＝.20, 0<.01；r ＝.20, p<.01；r 
＝.22, p<.01；r ＝.18, p<.05）。娘の認める父親からの支持的関わり尺度得点と，共有体験・小中
尺度得点，共有体験・現在尺度得点，精神的回復力尺度得点，不安抑うつ尺度得点の間に有意な
正の相関があった（r＝.22, p<.01；r＝.16, p <.05；r＝.21, p<.01；r＝.16, p<.05）。自尊感情尺度
得点と，娘の認める父親からの支持的関わり尺度得点，母親からの支持的関わり尺度得点，共有
体験・小中尺度得点，精神的回復力尺度得点，不安抑うつ尺度得点の間に有意な正の相関があっ
た（r＝.18, p<.05；r＝.20, p<.01；r＝.17, p<.05；r＝.50, p<.01；r＝.42, p<.01）。
Table 9　各尺度間の相関係数（n=215）
自尊感情 父親→娘 母親→娘 共有・小中 共有・現在 精神的回復力 不安抑うつ
自尊感情 ― .176* .201** .166* .113 .500** .420**
父親→娘関わり ― .614** .216** .156* .207** .156*
母親→娘関わり ― .200** .215** .176* .134
共有体験　小中 ― .277** .220** .079
共有体験　現在 ― .105 .085
精神的回復力 ― .421**
不安抑うつ ―
Tablel５ 　各尺度の相関係数 　:   　⼀一般⼥女⼦子  (n  =  215)













安抑うつ尺度との間に，有意な正の相関があった（r＝.27, p<.01；r＝16, p<.05；r＝18, p<.05）。
自尊感情尺度の「友達」下位尺度得点と精神的回復力尺度の「新奇性追求」，「肯定的な未来志向」
下位尺度得点および「感情調整」下位尺度得点と不安抑うつ尺度の間に，有意な正の相関があっ
た（r＝.32, p<.01；r＝51, p<.01；r＝28, p<.01；r＝37, p<.01）。自尊感情尺度の「勉強」下位尺度
得点と精神的回復力尺度の「未来志向」および「感情調整」下位尺度得点，不安抑うつ尺度との間




尺度との間に，有意な正の相関があった（r＝.34, p<.01；r＝31, p<.01；r＝41, p<.01）。
娘の認める父親からの支持的関わり尺度得点および母親からの支持的関わり尺度得点と精神的
回復力尺度の「未来志向」下位尺度得点，不安抑うつ尺度との間に，有意な正の相関があった（r 







1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
1 自尊・運動 － .267** .156* .067 .004 .140* .108 -.052 -.020 .270** .161* .092 .177*
2 自尊・友達 － .217** .308** .234** .250** .164* .093 .141* .319** .510** .283** .368**
3 自尊・勉強 － .263** .087 .072 -.027 .070 -.002 .128 .327** .196** .188**
4 自尊・BASE － .200** .062 .193** .177** .158* .074 .339** .312** .411**
5 父→娘関わり － .614** .216** .126 .116 .052 .278** .121 .156*
6 母→娘関わり － .200** .232** .095 .094 .217** .077 .134
7 共有小中 － .177** .255** .239** .172* .088 .079
8 共有現在・家族 － .196** .000 .119 .139* .143*
9 共有現在・友達 － .041 .144* -.101 -.020
10 　精神回復・新奇性追求 － .439** .270** .144*
11  精神回復・未来志向 － .336** .442**
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